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1. 本書の内容に関しては、将来予告無しに変更することがあります。 
2. 本取扱説明書の全部又は一部を無断で複製することはできません。 
3. 本書内に記載されている製品名等の固有名詞は各社の商標又は登録商標です。 
4. 本書内において、万一誤り、記載漏れなどお気付きのことがありましたらご連絡ください。 
5. 運用した結果の影響について、2.項にかかわらず責任を一切負いかねます。 
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製品保証と注意事項 
 
 
「保証期間」 
 
本製品の保証期間は、ご購入日より 1ヶ年とさせていただきます。 

 
「保証範囲」 
 
保証期間中に納入者側の責により故障を生じた場合は、納入者側において機器の修理

または交換を行います。 
但し、保証期間内であっても、次に該当する場合は、保証対象から除外させていただ

きます。 
 
1. 需要者側の不適当な取り扱いならびに使用 
2. 故障の原因が納入者以外の事由に場合 
3. 外装部品の損傷 
4. ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙの破損・損傷 
5. 需要者側で改造・修理を行った場合 
6. 天災地変による場合 
 
尚、ここでいう保証は納入品単体の保障を意味するもので、納入品の故障により誘発

される損害はご容赦いただきます。 
 
「FCCに関する注意」 
 

FCC Class A 
本装置は、米国通信規制 FCC ｸﾗｽ Aに適合しており、商業環境下での使用において妥
当な保護措置がなされています。しかし、住宅地域での使用ではﾃﾚﾋﾞやﾗｼﾞｵ等の受信

障害が起こる場合があります。 
 
「修理」 
 
修理は全てｾﾝﾄﾞﾊﾞｯｸ方式で行います。現地での出張修理などは一切行いません。 
 
「その他」 
 

1. 納入品の価格にはｻｰﾋﾞｽ費用は一切含んでおりません。 
2. 本製品は台湾製です。 
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安全上のご注意 
 
安全にお使い頂くために必ずお守りください。 
 
警告・注意表示は、製品を安全に正しくお使い頂き、あなたや他の人々への危害や財産への損害

を未然に防ぐために守って頂きたい事項を示しています。 
その表示と意味は次のようになっています。内容をよく理解してから、本文をお読み下さい。 
 
 
           この表示を無視して誤った取り扱いをすると死亡または 
            重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 
 
 
           この表示を無視して誤った取り扱いをすると傷害を負う 
             可能性が想定される内容および物的損傷の発生が想定さ 
                       れる内容を示しています。 

注意 

警告 

 
 

絵記号の意味 
 

 

＜注意＞ 
一般的な注意、警告、 
危険の通知を示して 
います。 

＜禁止＞ 
一般的な禁止を示しています。 

 

＜発火注意＞ 
発火の可能性が想定 
されることを示しています。 

＜水気禁止＞ 
風呂、シャワーなどの 
水気の多い場所での使用を禁

止することを示しています。 

 

＜感電注意＞ 
感電の可能性が想定されるこ

とを示しています。 

＜分解禁止＞ 
製品の分解や改造を禁 
止することを示しています。 

 

＜破裂注意＞ 
破裂の可能性が想定されるこ

とを示しています。 

＜ケガ注意＞ 
指を挟まれるなど、ケガを負う

可能性が想定 
されることを示しています。 
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■本装置を絶対に分解しないで下さい。 ・故障
 
 
 
 
■直射日光が長時間当たる場所、粉塵の ・故障
多い場所、湿気が異常に多い場所、水 
を扱う場所、暖房機器などの発熱物の 
ど近くなでは使用しないで下さい。 
 
 
■ケーブルに重いものを載せないで下さ ・ケー
い。また、ケーブルをねじったり、強   故障
く引張ったりしないで下さい。 
 
 
 
■引火性のガスや発火性の物質のある場 ・火災
所及び薬品や化学物質などを扱う場所 
では、絶対に使用しないで下さい。 
 
 
■故障した状態のままで使用しないで下 ・感電
さい。異臭がする、煙が出たなどの異 
常が生じた時は、すぐに接続している 
機器の電源をＯＦＦにしコネクタを抜 
いて下さい。 
 

 
 

警告

 

・感電（火災）の原因になります。 

・感電（火災）の原因になります。 

ブルの被覆破れや断線が発生し、 
・感電（火災）の原因になります。 

・爆発・故障の原因になります。 

（火災）の原因になります。 
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■使用可能な温度・湿度内で使用して ・故障の原因になります。 
 下さい。 
 
 
 
■濡れた手でケーブルの接続や取り外 ・故障・感電の原因になります。 
 しを行わないで下さい。 
 
 
 
■長期的な振動（バイクの荷台や自転 ・故障の原因になります。 
 車での移動）や強いショック（落下） 
 を与えないで下さい。 
 
 
■温度が激しく変化する場所（夏場の ・装置のケースが変形したり、故障の原 
 車内）や熱器具など熱を発生する物   因になります。 
 の近くに放置しないで下さい。 
 
 
 
■不安定な場所（棚など）でのご使用 ・不用意な落下による故障やけがの原因 
 や保管は避けて下さい。    になります。 
 
 
 
 
■揮発性の高い有機溶剤（シンナー・ ・ケースの変形や変色の原因になります。 
 ベンジンなど）や薬品、化学雑巾で 
 拭かないでください。また、殺虫剤 
 を吹きかけないで下さい。 

注意
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1. はじめに 
 
この度は、弊社 510 ｼﾘｰｽﾞﾈｯﾄﾜｰｸﾀｰﾐﾅﾙ(以下、510 ｼﾘｰｽﾞ)をご購入いただきまして誠にありが
とうございます。 
 
この説明書は、本装置の基本的な使用方法について説明しております。 
ご使用になられる前に必ずお読みください。 
 
 
1.1 ご使用上の注意 
 
本装置は精密な電子部品で構成されていますので、絶対に分解しないでください。本装置が万

一故障した場合は、お買い上げの販売店までご連絡ください。 
 
 
1.2 梱包内容の確認 
 
本装置の梱包内容は、下記のようになっています。ご確認の上、万一不足、破損品がありまし

たら、お買い上げの販売店までご連絡ください。 
 
（梱包内容） 
 
� 510 ｼﾘｰｽﾞﾀｰﾐﾅﾙ   1台 * 
� RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ(COM1)  1本 
� AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ    1個 
� DIN/Mini-Din ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾎﾟｰﾄ変換ｺﾈｸﾀ 1個 
� ﾏｽﾀｰｶｰﾄﾞ(磁気ｶｰﾄﾞ又はﾊﾞｰｺｰﾄﾞｶｰﾄﾞ) 1枚 
� 取扱説明書（本書）   1部 

 
* 510 ｼﾘｰｽﾞには標準ｿﾌﾄｳｪｱ又はお客様ご希望の専用ｿﾌﾄｳｪｱがｲﾝｽﾄｰﾙされています。 

 
梱包箱は、修理などで製品を返送する場合、輸送時の損傷を避けるために必要となります。大

切に保管してください。 

 1.1 
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1.3 外形寸法と各部名称 
 
下記に 510 ｼﾘｰｽﾞの外形寸法と各部名称を示します。 
 

POWER
READY

GOOD READ

BAT.LOW

RS232C/DIORS485RS485
POWER

ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ(READER 1) ATｷｰﾎﾞｰﾄﾞ

RS232C(COM3)・ﾃﾞｼﾞﾀﾙI/O

RS485RS485

RS232C(COM1)

260

124

ｽﾛｯﾄﾘｰﾀﾞ(READER 2)

電源ｽｲｯﾁ

ｽﾃｰﾀｽLED

20桁×2行 英数字・記号表示LCD

 
 

 

1.2 
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1.4 設置方法 
 
510 ｼﾘｰｽﾞはﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ設置とｳｫｰﾙﾏｳﾝﾄ設置の両方に対応しています。下記を参照にして、設置
を行ってください。 
 

 

ｳｫｰﾙﾏｳﾝﾄ設置 ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ設置 

 

 

ｳｫｰﾙﾏｳﾝﾄ設置/ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ設置の切り替えは、510 ｼﾘｰｽﾞの背面のﾊﾞｯﾃﾘ
ﾎﾙﾀﾞｰを一旦取り外し、設置方法に合わせて、再度ﾊﾞｯﾃﾘﾎﾙﾀﾞｰを取り

付けます。この時、取付方法に合わせて、ﾊﾞｯﾃﾘの方向も調整してく

ださい。 

 

 1.3 
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2. インターフェイスポート 
 
 
2.1 COM1 - RS232Cインターフェイスポート 
 
COM1 は、ﾎｽﾄ PC とのｺﾐﾆｹｰｼｮﾝに使用する RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾎﾟｰﾄです。標準で約 1.5m
の RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽが付属していますので、そちらをご利用ください。 
下記にﾋﾟﾝ配列を示します。 
 

COM1 – RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾎﾟｰﾄ 
ﾓｼﾞｭﾗ 6 ﾋﾟﾝ ﾒｽｺﾈｸﾀ (本体側) 

ﾋﾟﾝ番号 信号名 
1 N/C 
2 GND 
3 RTS  
4 CTS 
5 RxD 
6 TxD 1 2 3 4 6 5  

 
 

 2.1 
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2.2 COM2 – RS485インターフェイスポート 
 
COM2は、ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟﾈｯﾄﾜｰｸに使用する RS485 ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾎﾟｰﾄです。 
下記にﾋﾟﾝ配列を示します。 
 

COM2 – RS485 ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾎﾟｰﾄ 
Dsub 9 ﾋﾟﾝ ｵｽ/ﾒｽｺﾈｸﾀ (本体側) 

ﾋﾟﾝ番号 信号名 
1 GND 
2 DATA - 
3 DATA +  
4 N/C 
5 N/C 
6 N/C 
7 N/C 
8 N/C 
9 DC5V出力 

1 5

6 9  
Dsub 9 ﾋﾟﾝ ｵｽ 

 
5 1

9 6  
Dsub 9 ﾋﾟﾝ ﾒｽ 

2.2 
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2.3 COM3 - RS232Cインターフェイスポート(AUX232)  
 
COM3は、RS232C ﾃﾞﾊﾞｲｽとｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを行うために用意された補助 RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾎﾟ
ｰﾄです。このｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾎﾟｰﾄには、RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの他、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ I/Oも提供されています。 
下記にﾋﾟﾝ配列を示します。 
 

COM3 – RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾎﾟｰﾄ(AUX) 
Dsub 25 ｵｽｺﾈｸﾀ (本体側) 

ﾋﾟﾝ番号 信号名 
1 N/C 
2 TxD 
3 RxD 
4 RTS 
5 CTS 
6 N/C 
7 GND 
8 N/C 
9 Output 0 Emitter 
10 Output 0 Collector 
11 Output 1 Emitter 
12 Output 1 Collector 
13 Input 0 Cathode 
14 Input 0 Anode 
15 Input 1 Cathode 
16 Input 1 Anode 
17 N/C 
18 N/C 
19 N/C 
20 N/C 
21 N/C 
22 N/C 
23 N/C 
24 N/C 
25 DC5V出力 

1 13

14 25  

 

 2.3 
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2.4 READER 1 - リーダインターフェイスポート 
 
READER 1は、ﾃﾞｺｰﾀﾞ非内蔵型又はﾜﾝﾄﾞ出力型ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞを接続するﾘｰﾀﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾎﾟｰﾄ
です。下記にﾋﾟﾝ配列を示します。 
 

READER 1 – ﾘｰﾀﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾎﾟｰﾄ 
DIN 6 ﾒｽｺﾈｸﾀ (本体側) 

信号名 
ﾋﾟﾝ番号 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ 
1 DC5V出力 
2 Data 
3 GND 
4 Switch 
5 Start of Scan  
6 Power Enable 

2 
3 

4 

1 5 6 

 
 
【参考】 
510 ｼﾘｰｽﾞ本体に取り付けられているﾘｰﾀﾞは、READER 2となります。 

2.4 
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2.5 KBD - キーボードインターフェイスポート 
 
KBDは、標準 AT ｷｰﾎﾞｰﾄﾞを接続するｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾎﾟｰﾄです。 
下記にﾋﾟﾝ配列を示します。 
 

KBD – ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾎﾟｰﾄ 
DIN5 ﾒｽｺﾈｸﾀ (本体側) 

ﾋﾟﾝ番号 信号名 
1 Clock 
2 Data 
3 N/C 
4 GND 
5 DC5V出力 

2 
3 

4 

1 5 

 

 
 
 

 2.5 
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3. RS485マルチドロップネットワーク 
 
本章では RS485 ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを用いたﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟﾈｯﾄﾜｰｸ構成について説明します。 
 
 
3.1 RS485マルチドップネットワークの概要 
 
510 ｼﾘｰｽﾞの標準ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟﾈｯﾄﾜｰｸはﾏｽﾀｰ/ｽﾚｰﾌﾞ方式となり、1台のﾏｽﾀｰｽﾃｰｼｮﾝに対して最大 31
台のｽﾚｰﾌﾞｽﾃｰｼｮﾝを配置することができます。 
ﾏｽﾀｰｽﾃｰｼｮﾝ(ｽﾃｰｼｮﾝ ID=01)に設定された 510 ｼﾘｰｽﾞは、配下のｽﾚｰﾌﾞｽﾃｰｼｮﾝを監視し、ｽﾚｰﾌﾞか
らのﾃﾞｰﾀを自身のﾒﾓﾘに蓄積します。ﾎｽﾄ PCは、ﾏｽﾀｰｽﾃｰｼｮﾝに対し、ｺﾏﾝﾄﾞを発行することで、 
蓄積されたﾃﾞｰﾀを任意のﾀｲﾐﾝｸﾞでｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞすることができます。 
 
また、510 ｼﾘｰｽﾞは C言語又は BASIC言語によるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発に対応しているため、ﾎｽﾄ PCと
の通信仕様やﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟ間の通信仕様についてもｶｽﾀﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを開発することで柔軟に対応す

ることが可能になります。 
 
下記にﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟﾈｯﾄﾜｰｸの構成例を示します。 
 

RS232C I/F RS485 I/F 76.8K bps

ﾏｽﾀｰｽﾃｰｼｮﾝ(01) ｽﾚｰﾌﾞｽﾃｰｼｮﾝ(02) ｽﾚｰﾌﾞｽﾃｰｼｮﾝ(03)

1台のﾏｽﾀｰｽﾃｰｼｮﾝに対して
最大31台のｽﾚｰﾌﾞｽﾃｰｼｮﾝが接続可能

P O W E R
R E A D Y
GO OD  R EA D

B A T .L O W

P O W E R
R E A D Y
G OO D RE AD

B A T . L O W

P O W E R
R E A D Y
GO OD  R EA D

B A T .L O W

R
S2

32
C(

CO
M

3)

W
A

N
D

-T
TL

(B
C

R
2)

R
S2

32
C(

CO
M

3)

W
A

N
D

-T
TL

(B
C

R
2)

R
S2

32
C(

CO
M

3)

W
A

N
D

-T
TL

(B
C

R
2)
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3.2 RS485 マルチドロップネットワークの配線 
 
RS485 ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟﾈｯﾄﾜｰｸの配線には、高品質なｼｰﾙﾄﾞ付ﾂｲｽﾄﾍﾟｱｹｰﾌﾞﾙを使用しなければいけま
せん。また、先頭と最後の 510 ｼﾘｰｽﾞに終端抵抗をｾｯﾄする必要があります。 
 
下記に配線例を示します。 

Slave(b)                        Slave(a)                        Master

RS-485                          RS-485

1.2K 100   1.2K1.2K 100   1.2K1.2K 100   1.2K1.2K 100   1.2K
】 
【終端抵抗
D-9P Female Connector

12345
6789

D-9P Female Connector

12345
6789

D-9P Male Connector

1 2 3 4 5

6 7 8 9

D-9P Male Connector

1 2 3 4 5

6 7 8 9

 
 

 
【RS485 ｹｰﾌﾞﾙ】 

Dsub 9 Male

1
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 MODEL 510 Series 

補足 A 仕様 
 
下記に 510 ｼﾘｰｽﾞの仕様を示します。 
 
項目 仕様  
入力電圧 DC12V ±5%  (専用 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ) 

消費電力 200mA max. 
(LCD ﾊﾞｯｸﾗｲﾄｵﾌ時･外部ﾃﾞﾊﾞｲｽを除く) 

ﾊﾞｯﾃﾘ 
ﾒｲﾝ  1.2V x 7,14000mA NiCd 
ｻﾌﾞ 3.6V, 60mA NiCd 
 ﾒﾓﾘ・ｶﾚﾝﾀﾞﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ用 

ﾒﾓﾘ 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 128KB ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ 
ﾃﾞｰﾀ 128KB/512KB SRAM 
 3.6V NiCdによるﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ付 

ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ RS232C x 2, RS485, DIO各 2点, 
ｽｷｬﾅﾎﾟｰﾄ x 1, AT ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ x 1 

ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟ 
接続 ﾏｽﾀｰ/ｽﾚｰﾌﾞ接続 
ﾎﾞｰﾚｰﾄ 75Kbps 
ｽﾃｰｼｮﾝ 32 ｽﾃｰｼｮﾝ max. 

ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ ﾌﾞｻﾞｰ, LED 
LCD 20 桁 × 2行 LCD 
接続ｽｷｬﾅ ﾍﾟﾝｽｷｬﾅ, ﾀｯﾁｽｷｬﾅ, ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ 
動作温度 0 °C ~ +50 °C 
保管温度 -20 °C ~ +70 °C 
湿度 20% ~ 90% 結露無し 
外形寸法 261 x 125 x 100 mm 
重量 1kg 
ｹｰｽ材質 ABS樹脂 
EMC規格 FCC class A 準拠, CE準拠 
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 MODEL 510 Series 

補足 D 修理依頼書 
 
修理を依頼される場合は、下記の用紙に必要事項を記入し、修理品と一緒に販売店へご返送く

ださい。尚、修理は全てｾﾝﾄﾞﾊﾞｯｸ方式で行います。現地での出張修理などは一切行いません。 
 

510 ｼﾘｰｽﾞ 修理依頼書 
依頼日  
会社名  
部署名  
ご氏名  
TEL  
FAX  
ご住所  

 
 
 

 
販売店名  
製品名  ｼﾘｱﾙ番号  
ｵﾌﾟｼｮﾝ類 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ･ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ･その他 
ﾄﾗﾌﾞﾙの症状を詳しく記入してください。 
また、症状を確認するために必要なﾗﾍﾞﾙ等があれば添付してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
症状発生頻度 ： □ 常に起こる □ 1日に [    ]回程度 
接続ﾎｽﾄ  ： ﾒｰｶｰ名  [                    ] 
   機種名  [                    ] 
その他、使用状況を記入ください。 
 
 
返送先  

 
 
 
 
 
 

請求先  
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